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新時代令和を担う若者の声

あなたのそばで県議会 南薩地域 あなたのそばで県議会 大隅地域

社員寮の充実した県外
の企業を先に考えざる
を得ないので、複数企
業の合同寮の設置や補
助等を行ってほしい。

大隅地域では、ボラン
ティア団体やそういっ
た機会が少ないと感じ
る。県は、ボランティ
アに関してどのような
支援を行っているのか
知りたい。

「県の予算がない」、
「県のお金が少ない」
とよく聞く。県のお金
は何に重点をおいて使
われているのか知りた
い。

環境を破壊せず、自然
と共存し、安心して暮
らせる地域にすれば、
人が集まり、仕事も増
え、都会では味わえな
い体験ができ、観光客
も増えると思う。

高齢化が進み、大隅でも老人
ホームで働く人材の不足が問題
になっている。県で行おうとし
ている人材不足対策について知
りたい。

県内就職の推進（頴娃高校) ボランティア活動（楠隼高校)

県の財政状況（川辺高校) 豊かな自然の活用（南大隅高校)

介護人材の確保（串良商業高校)

地球温暖化の状況は、
悪化していると感じて
いる。県は地球温暖
化、環境問題に取り組
むべきだ。

意見交換の様子＝議会庁舎・９月

　「あなたのそばで県議会」に参加した中学
生が、県議会のことをもっとよく知るため、
県議会を訪れました。本会議を傍聴したほ
か、県議会議員と身近な話題や課題などにつ
いて、議論しました。

地球温暖化対策（知覧中学校）

いじめなどの相談に対応するため、生徒会で話し合い、意
見箱のようなものを作った。生徒一人一人がいじめについ
て真剣に考えることが大切だと思う。

いじめへの対応（川辺中学校）

車のアクセルとブレーキの踏み間違いによる事故が多発し
ているが、踏み間違えても、車が急発進しない安全装置の
普及に努めれば、鹿児島の交通安全につながると思う。

交通事故の防止（頴娃中学校）

南九州市コミュニティセンター知覧文化会館・８月 肝付町文化センター・10月

サッカー場は海風で芝が傷
みやすい。ドルフィンポー
トの跡地には、十分に設備
の整った体育館を作るのが
良いと思う。

市民が地元の良さを知り、
幅広い世代で楽しめるイベ
ントを行えば、観光客も増
え、町に活気が出ると思
う。

ここ10年で、県内の中学卒
業生が約３千人も減っている
と聞いた。県は効果的な少
子化対策に取り組む必要が
あると思う。

ドルフィンポート
（知覧中学校)

南九州市の活性化
（川辺中学校)

少子化対策
（頴娃中学校)

知覧と加世田間の路線
バスは本数も少ない。
コミュニティバスのよ
うなものを、市町村の
境界を越えて県が整備
してほしい。

中学校では、授業で電
子黒板を利用し、写真
や動画を見て、深く理
解することができた。
高校でも、特に理科系科
目の実験など、電子黒板
を導入してほしい。

里山の保守作業がなさ
れず竹林化している。
竹をバイオマス発電等
に利用したら良いと思
う。

使用されなくなった建
物や商店が閉鎖された
ままになっている。若
者が遊べる施設や鹿屋
市の特産品の販売所な
どに有効活用すれば、地
域が発展すると思う。

地域の交通手段の確保（加世田高校) 電子黒板の導入（鹿屋高校)

里山の竹林化防止（薩南工業高校) 使用されなくなった建物の活用（鹿屋農業高校)

　「あなたのそばで県議会」は、県民の意見を県政に反映させることをねらいとして、県議会議員が県内各地に
出向き、皆さまと地域の現状や諸課題、振興策等について意見交換を行う取組です。
　今年度は、南薩地域と大隅地域で開催しました。当日は、幅広い年代の方々に参加をいただき、多くの意見が
出されました。中学生や高校生の若者の声を紹介します。

県議会議員と中学生の意見交換

広報ＴＶ

　皆さまの御意見が、県
政に反映されるよう議員
一同がんばってまいりま
す。
　なお、「あなたのそば
で県議会」や「県議会議
員と中学生の意見交換」
は、広報テレビ番組でも
紹介していますので、是
非ご覧下さい。
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　年間３千人もの外国人が、生活相談や
日本語学習に訪れ、外国人と日本人の交
流拠点となっているふじみの国際交流セ
ンターの取組について、お話を伺いまし
た。

　兵庫県内全市町村における日本語教
室の空白地域解消や運営強化に向けた
兵庫県国際交流協会の取組について、
お話を伺いました。

　９月25日、「手話を言語として認識し普及
する条例案作成委員会」を設置し、関係団体
との意見交換や、先進県視察を行うなど、委
員間での協議を重ねて、条例案の作成を進め
ています。

　手話は、音声言語とは異なる語彙や文法体
系を有し、手や指、体の動きや表情などによ
り視覚的に表現される独自の言語です。

　条例案に対する県民の皆様の御意見を
広く募集しています。
　たくさんの御意見をお待ちしています。

【募集期間】　12月24日（火）から１月23日（木）まで
　詳しくは、県議会ホームページを御覧いただくか、下記宛お問い合わせください。

〈お問い合わせ先〉　県議会事務局政務調査課　☎099-286-5043

　平成18年に国連で採択された障害者の権利に関す
る条約や、障害者基本法の平成23年の改正において、
手話が言語であるとされました。
　一方で、手話が独自の言語であることや、ろう者
についての県民の理解は未だ十分に深まっていると
は言い難く、災害時の情報が伝わりにくいなど、ろ
う者は、社会生活上の生きづらさを抱えています。
　ろう者とろう者以外の方が、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する地域社会を実現
するため、言語としての手話の認識の普及と手話を使用しやすい環境の整備について条例の制
定が必要であると、９月19日、議長に対し、政策立案推進検討委員会が提言を行いました。

１　多文化共生意識の醸成
　○ 多文化共生の必要性や意義の周知・啓発等
　○  日本人県民と外国人県民との交流機会の創出
２　情報収集（アクセス）の支援
　○  県ホームページ等の内容充実や多言語・やさしい日本語での情

報提供
　○ 県外国人総合相談窓口の周知・充実と市町村における窓口設置促進
３　日本語・日本理解の支援
　○ 市町村の日本語・日本理解講座開催への助言・支援
　○ 地域行事などへの外国人県民の参加促進等
４　地域ぐるみの受入体制づくり
　○  地域の関係者による情報交換・情報共有と外国人県民も視野に

入れた施策展開

政策提言「多文化共生社会の実現に向けて」の主な内容

９月、条例案作成委員会を設置

文化的違いを認め合い、外国人を孤立させない
地域社会を目指して！

　平成30年12月末現在、県内には、1万人を超える
外国人が暮らしています。
　平成31年４月から新たな外国人材の受入制度がス
タートするなど、県内に在住する外国人は更なる増
加が見込まれます。
　このような中、本県に在住する外国人を孤立させ
ることなく、地域社会を構成する一員として、共に
生きる社会を実現することが求められています。
　県議会では、政策立案推進検討委員会において、「多
文化共生社会の実現」に向けた政策を調査・検討し、
知事に対する提言を取りまとめました。

議長メッセージ

　県議会では、政策立案機能の充実・強化
を図るため、政策立案推進検討委員会を設
置し、知事等に対する提言や政策条例の検
討を行っています。
　あなたのそばで県議会で皆様からいただ
いた御意見も含め、社会情勢を踏まえて、
緊急性の高いテーマを選定し、取り組んで
います。
　県民を代表する議事機関である県議会
が、県民の皆様に親しまれ、もっと身近に
感じていただけるよう、今後とも、県民の
皆様の多様な御意見をしっかり把握し、負
託に応えられるよう努めてまいります。

鹿児島県議会議長
外薗　勝蔵

手話を言語として認識し普及する条例案作成委員会委員名簿
所属会派等 議　員　名 備　考
自民党 柴 　 立 　 鉄 　 平
〃 伊 　 藤 　 浩 　 樹
〃 鶴 　 丸 　 明 　 人
〃 園 　 田 　 　 　 豊 委員長

県民連合 ふ く し 山 ノ ブ ス ケ 副委員長
公明党 成 　 尾 　 信 　 春
共産党 た い ら 　 行 　 雄
無所属 東 　 　 　 清 　 剛

8人

令和元年度政策立案推進検討委員会委員名簿

所属会派等 議員名 備　考

自民党 柴　立　鉄　平

〃 米　丸　ま 子

〃 寿　　　はじめ

〃 伊　藤　浩　樹

〃 向　井　俊　夫

〃 鶴　丸　明　人

〃 瀬戸口　三　郎

〃 禧　久　伸一郎 委員長

県民連合 遠　嶋　春日児

〃 ふくし山ノブスケ 副委員長

公明党 成　尾　信　春

共産党 たいら　行　雄

無所属 東　　　清　剛

13人

意見募集中!

第1回政策立案推進検討委員会＝6月

公益財団法人兵庫県国際交流協会
の視察＝兵庫県・10月

知事への政策提言＝12月

ＮＰＯ法人ふじみの国際交流セン
ターの視察＝埼玉県・10月

議長へ条例制定について提言＝9月19日

鹿児島県聴覚障害者協会など関係団体の方々
との意見交換＝7月

政策提言活動と政策条例制定に向けた取組

手話のこと、知っていますか？手話言語条例の制定に向けて！

県立鹿児島聾学校の方々との意見交換＝鹿児島市・10月
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　各常任委員会は、それぞれ所管事項について
行政視察を実施し、審査又は調査の参考として
います。
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画
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光
建
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委
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会

文
教
警
察
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

自主防犯活動等に取り組んでいるＮＰＯ法人
との意見交換＝鹿児島市・８月

子育てサロンボランティアとの意見
交換＝日置市・11月

県産材を活用した保育所
＝南九州市・７月

義務教育学校の授業＝南さつま市・５月更生保護活動に取り組んでいる方々と
の意見交換＝奄美市・11月

地域活性化等に取り組んでいる団体
との意見交換＝鹿屋市・７月

県道屋久島公園安房線の災害復旧
現場＝屋久島町・11月

５
月　

奄
美
地
区

８
月　

鹿
児
島
地
区
、
熊
本
県

11
月　

鹿
児
島
地
区
、
大
隅
地
区

５
月　

大
隅
地
区

７
月　

奄
美
地
区

８
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区
、
北
薩
地
区
な
ど

５
月　

南
薩
地
区

７
月　

鹿
児
島
地
区
、
熊
本
県
な
ど

11
月　

奄
美
地
区

水産物の鮮度保持や衛生管理の
ための設備＝奄美市・７月

ジャパンアスリートトレーニングセンター
大隅＝大崎町・11月

農業生産法人との意見交換
＝大崎町・５月

５
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

７
月　

大
隅
地
区
、
宮
崎
県

11
月　

熊
毛
地
区

７
月　

南
薩
地
区

11
月　

鹿
児
島
地
区
、
熊
本
県
な
ど

動画配信中！
広報テレビ番組「県議会レポート」

常任委員会における行政視察など、県議会の活動に
ついて紹介します。

活動レポート！
（常任委員会行政視察）

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
防
犯
活
動
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
訪
問
し
、
設

立
趣
旨
や
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

○
県
土
の
保
全
・
生
活
環
境
・
交
通
体
系
の

整
備
等
に
つ
い
て

　
各
地
域
に
お
け
る
道
路
・
河
川
・
港
湾
整

備
、
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
肉
用
牛
や
お
茶
な
ど
生
産
基
盤
の
強
化
等

に
取
り
組
む
生
産
者
を
視
察
し
た
ほ
か
、
露

地
野
菜
の
大
規
模
経
営
や
六
次
産
業
化
に
積

極
的
に
取
り
組
む
農
業
生
産
法
人
と
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○�

地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
活
性
化
や
地
域
の
魅
力
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
を
訪
問
し
、
活
動
内
容
の

説
明
を
受
け
、
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
義
務
教
育
学
校
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工
・

販
売
等
を
行
っ
て
い
る
高
等
学
校
、
専
修
学

校
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
授
業
等

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
廃
校
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
民
間
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
警
察
署
の
業
務
内
容
や
事
件
事
故
の
発
生

状
況
、
交
番
・
駐
在
所
の
再
編
整
備
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
離
島
で
更
生
保
護
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
々
と
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
日
置
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問
し
、
高

齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
子
育

て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た

ほ
か
、
県
立
薩
南
病
院
に
お
い
て
、
新
薩
南

病
院
の
建
設
地
や
建
替
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

○
環
境
・
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　「
か
ご
し
ま
木
づ
か
い
推
進
事
業
」
を
活

用
し
、
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
整

備
さ
れ
た
木
造
建
築
施
設
の
特
色
等
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
九
州
市
の
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
、
木
製
品
の
安
定
供
給
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
加
工
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
等
を
活
用

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
地
整
備

の
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
ほ

か
、観
光
振
興
に
取
り
組
む
団
体
を
訪
問
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
陸
上
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た

日
本
初
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
拠
点
施
設
を
訪
問

し
、
施
設
の
概
要
、
合
宿
の
誘
致
活
動
及
び

利
用
状
況
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
鮮
度
保
持
処
理
や
衛
生
管
理
の
徹
底
等
に

よ
り
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
漁
協
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
離
島
へ
の
進
出
企
業
を
訪
問
し
、

地
元
で
の
一
貫
生
産
体
制
や
雇
用
の
取
組
な

ど
を
調
査
し
た
ほ
か
、
外
国
人
留
学
生
の
就

労
支
援
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
目
指
す
協

議
会
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。



こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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令和元年定例会を振り返る

 鹿児島和牛販売指定店の視察調査
＝オーストラリア・11月

和牛の繁殖・肥育農場の視察調査
＝オーストラリア・11月

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
県
議
会
に
請
願
・
陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請

願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む
ね
１
５
０
０
文

字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
書
が
そ
の
定
例
会
の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

議
会
事
務
局
議
事
課 

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

　
本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
庁
舎
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
傍
聴
席
に
は
、

車
い
す
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
日
の
５
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３

いちき串木野市立照島小学校保護者の
みなさん＝県議会庁舎・７月

請
願
・
陳
情
の
提
出

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

 国土交通大臣への要望
＝東京・11月

自然農法農家の視察
＝福島県・10月

自
然
農
法
と
統
合
医
療
推
進

議
員
連
盟

　
８
月
、
現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
安
全

性
の
確
保
や
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

に
必
要
な
対
策
等
に
つ
い
て
各
市
の
要
望
を

伺
い
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
国
土
交
通
大

臣
に
対
し
、
歩
道
の
設
置
等
の
整
備
促
進
、

道
路
関
係
予
算
総
額
の
拡
大
・
重
点
配
分

な
ど
を
、
知
事
に
対
し
、
歩
道
整
備
や
老

朽
化
対
策
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
自
然
農
法
と
統
合
医
療
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
、
農
・
医
連
携
の
も
と
、
県

民
の
健
康
の
増
進
及
び
自
然
治
癒
力
を
生

か
す
医
学
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事

業
団
鹿
児
島
県
連
合
会
と
合
同
で
、
東
京

都
及
び
福
島
県
に
お
い
て
、
自
然
農
法
や

統
合
医
療
に
つ
い
て
先
進
的
な
取
組
を
行

う
施
設
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

離
島
振
興
議
員
連
盟

　
県
内
離
島
の
自
立
的
発
展
に
向
け
た
施

策
促
進
の
提
言
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
て

お
り
、
８
月
は
、
離
島
行
政
懇
談
会
に
出

席
し
、
離
島
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
は
環
境
省
に
、
確
実
な
奄
美
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
を
、
11

月
に
は
知
事
に
対
し
、
離
島
振
興
法
等
に

基
づ
く
施
策
の
推
進
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

離島行政懇談会
＝鹿児島市・８月

ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

道
路
建
設
・
整
備
促
進
議
員
連
盟

（
国
道
２
２
６
号
整
備
促
進
部
会
）

　
９
月
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
第
74
回

国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
県
選
手
団

の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
本
県
選

手
団
は
、
監
督
・
選
手
ら
６
１
０
人
が
出

場
し
、
天
皇
杯
15
位
、
皇
后
杯
12
位
の
活

躍
を
見
せ
ま
し
た
。（
※
第
19
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
台
風
の
た
め
中
止
）

　
来
年
は
、
48
年
ぶ
り
の
鹿
児
島
開
催
︱

２
０
２
０
年
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国

体
・
大
会
︱
と
な
り
ま
す
。
同
議
員
連
盟

も
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

選手団を激励する同議員連盟
＝茨城県・９月

鹿児島県名誉県民の選定について同意

第２回定例会

〈主な論議〉知事の政治姿勢、新たな総合
体育館の整備、鹿児島港本港区エリアま
ちづくり、燃ゆる感動かごしま国体・か
ごしま大会、人材確保対策など

〈
会
期
〉
６
月
10
日
か
ら
６
月
28

日
ま
で
の
19
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

　
　
　
　
　
田
畑
浩
一
郎
議
員

県
民
連
合
　
柳
　
　
誠
子
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
鹿
児
島
県
名
誉
県
民

の
選
定
な
ど
18
件
の
議
案
を
可

決
、
承
認
又
は
同
意
。

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
10
件
を
審

議〈意
見
書
〉
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
、
１
件

を
可
決

令和元年度鹿児島県一般会計補正予算可決

〈主な論議〉知事の政治姿勢、新たな総合体育館の整備、
鹿児島港本港区エリアまちづくり、児童死亡事案に係る対
応と児童虐待防止対策、主要農作物種子条例など

〈
会
期
〉
９
月
10
日
か
ら
10
月
３

日
ま
で
の
24
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

　
　
　
　
　
大
久
保
博
文
議
員

　
　
　
　
　
禧
久
伸
一
郎
議
員

県
民
連
合
　
前
野
　
義
春
議
員

公
明
党
県
議
団

　
　
　
　
　
　
松
田
浩
孝
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
令
和
元
年
度
鹿
児
島
県

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
件

の
議
案
を
可
決
、
承
認
又
は
同

意
。
2
件
の
諮
問
に
対
す
る
答

申
を
議
決
、
決
算
認
定
議
案
３

件
を
継
続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
８
件
、
継

続
２
件
を
審
議
、
１
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
な
ど

３
件
を
可
決

〈
決
　
議
〉
賀
詞
を
可
決

〈
会
期
〉
11
月
28
日
か
ら
12
月
18

日
ま
で
の
21
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

　
　
　
　
　
西
村
　
　
協
議
員

県
民
連
合
　

　
　
ふ
く
し
山
ノ
ブ
ス
ケ
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
令
和
元
年
度
鹿
児
島
県

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
33
件

の
議
案
を
可
決
、
又
は
認
定

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
9
件
、
継

続
7
件
を
審
議
、
5
件
を
採
択

令和元年度鹿児島県一般会計補正予算可決

〈主な論議〉知事の政治姿勢、新たな
総合体育館の整備、燃ゆる感動かごし
ま国体・かごしま大会、児童相談所の
体制強化、家畜防疫対策など

第３回定例会 第４回定例会

広報テレビ番組
「第３回定例会を終わって」

広報テレビ番組
「第２回定例会を終わって」

本会議の動画（録画）を
ホームページで配信中!

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

　
県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は
も
と
よ
り
、
鹿

児
島
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全

域
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の
年
賀
状
や
親
族
等
へ
の

祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま
す
。）。

○ 

地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電
報
等
を
贈
ら

な
い
。

○ 

新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、
挨
拶
状
等
を

出
さ
な
い
。

○ 

中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収
受
を
し
な
い
。

な
ど

　
同
特
別
委
員
会
は
、
海
外
経
済
交

流
を
促
進
す
る
施
策
等
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
鹿
児
島
和
牛
販
売
指

定
店
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
、
日
本

政
府
観
光
局
、
和
牛
の
繁
殖
・
肥
育

を
行
う
農
場
な
ど
を
訪
問
し
、
県
産

品
の
販
路
拡
大
や
観
光
振
興
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

海
外
経
済
交
流
促
進
等

特
別
委
員
会


